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　　は じあ’：

重無 わ綱 。飾 消醐 魎 鷹 ま た扇 く質

や詣筋の棚 量が蜘 し、．糖賀の撤 量が藏少しマ き

ぞい る n 減少の原因 ぱ穀類，纐 倣 吻 でん獺 の 藏

少／くよるゐ癜 であるが ，瀰 ，菓3P 果勃な助 消費

！よ壱 己ろ・年ぐ増力配 zrs　・」．菊 ／黼 の 渚賛の齣 ロノま

世界釣〜づ護通の須向である。

　脳勿管瀦 の蟇硬疾患孑ある廟血益が）食堀の 蜘 摂

取 1こよ るもの 6・thると し ぞ 、tiew55年／こ彦斐衢ξ
・
ば 、

威入 の 1ヨの・食塩の殫 量幻 09 以 下！こずる ぐ とが望

ま し1応 策定しK〈．ゼの搭 毒の む とノ：食塩衂阪の翻
が堤瑁ぞ雇 て の るが 、一

力、肥満！；　clr る威 ．《病む獄

泣ン会ノ誘 ’ナる重專な問顧匕な ． ？5 て い る。励糖切 3置

剰摂荻な高トθグ グセラ4 ド血症 9招来し，ぞう／Ji6t

欄 ， 動蜘硬紀 ，e と べ暑動散疾醗 住 匕深 い閣原の

あ るこ ビ蔽 営的研慶か舳 明励
・

べ x3 、K　7　hh・丿ぞ
）

ま

た、滅X病 跨菱ぱずで ／ぐ小 児か らみ うれ 、Icueバか ら

コ レズ デ
・

ロ＿ル働 蜘 が豸ぎ．”
一
（n る匕 の覈爵 あ る．

したが ， マ，薦 ／こフ n マも・鑪 ヒ購 κ 滅入病予瀦

の血嵶か ら釧順が1婚要であ る 匕，
iiSえる 。

　滝醐 〆こあ るノ漏 冒尺 と ． ぞ欠力
丶

ずぐ ヒの でき看 1、あ

や つ （囎 ）カぐ、
一
麟 の 入々 八マ6r甘味ピ食晶 と し マ ヒら

えら嵌 る傾向が強 くt’また 、幼 児吻本能嫐 求うあ ．

マ施 ｝もの 琶掃 敦ずる輪 珍 忌切 ♂．砂糖の癰 藤

取バ よ る繦 が控〔じる可能爆絃充分〆1
’
ある 。

　ごのような獄 から、味覚が嬾 κ ある幼 児があや

つ と し マ与え練 マ い る洶 の．艫 ，
分量 ，が嬾 取

量 ．及 （細 燹の おやつ ／：eeする意識な どノC フ の て調査

奩行 ， 渡の 冬
・
，冫物 藉果をまとあ て報告する。

　　工．調査対象

　猷 田環肉の下記3鍵 屡パ つ nZ
o 中粥 セ区：誘辷田茄応の保育功3 ヶ 所　309る

。 瀚 b地巫 ：能バ茄内の 保育所3 ヶ初 ノ38乃

o 瀦 抛 丞 ：歙 Eiti7P天王』町の塚育所2 ケカケ　f93名・

　窃 ナ640、凸　の 眉瑁の嬾 き櫞 匕 しノこ。

　　置．調査方落

　調査規鵜 （省 晦）を塚育園ぎ通 して齪庸し、勃返 し

回収 した 。

　　皿t 調査羯聞

　 昭和58・年δ月 1日 〜 昭和5δ葬8月31ヨ

　　陀 調査結果誘よ醜 祭

　与え ？ ∩ るお や っ m 種 類 ，
分量 ， 及 び矯親ガ 意議等

　 　 　 　 　 　 ら）

κ フ n で’嫐 皴 κ あ るが ．本竅／こ糎 する事項／こフ ｝1

て以下ぺ 粤点きま どあ る。

　t）薦 を硬ッ
た 首員 も の 1ζつ S）マ 、

「
量 盲剞堰 し

なが ら・食べ亭せ マ い る 」硝 冤は 、｛全3地丞で89．2％ と

左倒的1：多く，特κ談バ茄ぱ帽．5％ と廟い 。 1秋毋痴な

900％ ，天王町 で8510％であ 、 た。 （表 1 ）

　　　表 i．　 甘9表ン食品 の 与 え 方
『

　　＼ 地 厘　　fE）SiftS秋 田痴　能バ茄　夭 王町

＼ 回 640　　309 　　　r38 　　／93

　 　 　 　 　 　 　 43
倉宙κ 与えぞい る
　 　 　 　 　 　 　 （6．ア）

抛 ・1轜 品
量を劒mtなガづ

571

　　孑 2 〜  lk　　‘89．2）

不 答　　　　i3
　 　 　 　 　 　 　 （2 ．ノ）

　 21
（ら．6）

　 5
（L6 ）

278

（90．0 ）

　 5
（L6 ）

　 6
（4．3 ）

　 2
（1．4）

t29
（gs ．5）

　 t
（Oβ ）

　 16
（＆ 3）

　 6
（3 ．f）

164
（δ5 ．0）

　 7
（δ．6♪

注 ）　撒 喜1ま入数 ，（　）殉 〆まハ P一セ ） 卜

　2）亥寿凝／こあ
’
や つ と し で 珍 く与え ぞ囗 る む の の ヱ 腔

e8S　Lr
“

k　t 、顔 ／この ア4ズクグ
ー

ム ，  ジュ
ー
ス ， 

袋・箱菓5 、  ガム
・
あ鱒 ．  チョ コレ

ートt な っ

111る σ

　3）あや フ o）・食べ すぎで農事！ζ支颱をきた 〜た とが

あ ると疹え ノこ入ぱ、蚕 3抛 丞 8・82．3％ ヒ考ノい 。！こま／こ

支2彦をきたずと谷えた．ぺぱ 6δ．3％ とな ．ぞあソ 丿、ス畜

の入 が食事／こ煎臻をきた す与え方 ぎ し lt ｝る 」 どが何

力 欧る、

　本覈でソ＆．調査朝間中の d月／ζ〜ゴa τ母 と斈が摂取

むたゐ や っ 〃う品看，分量を詫入 し ぞ う ろ ， た 葛の 客裹

〆（1 ．；ル ギー量 ，．蒲 量を算公 乙た の で、劾 児6｝瀚

琶中’tvgrv告する。結 果な．表2 ／：示 L！こ。

　1：ネル ギ｝量 1ま．3歳 尼で 423ヱ250六cα坦，∠嫩
’
尼

452 ±2 ％ kca4，5蔵 te434　±　226／　ca2と・な ！丿、　E会鉢

約 ／ζばらフ きが穴きく 、h や っ の み ♂ろ000 緬 衄 ぎ越

え z レ帰 5 ビ うが 4 ％ ti ｝た 。み やフ a 適量減総漱

工ネ ル ギー量の 10〜 〆5％Xさヨ妥と し，3煮 嬉ぞ グ50 〜

200ノ（c雄 ，5滋児で200 〜 250 紀副 ど ∩ の 戚 7 日 るが．

こ4毯 季均 虐子2牆 芭才一バ ー
し 7お 〃，籔局償 で

・
ぱ
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ノ，
　S48　kca亘（4丿裁 尼）9示 ずb の tn ノこ。1，　cm辺k（庭1色

越える もの は．幼 児の t 幻の囀 工ネル ギー
〆こ！」／iA

廟攵す
凾
る：〔ネ ノレギー量 をおやつ 力丶ら摂逐てし マ 月 る こ と／ぐ

なk。また ．硝 摂取量でな ，3歳 児5ゐ3重30．プ9 ，

4裁Je　54．5　t　45．39　，5煮
’
r冒50．9士29．　69 で あ 〃、

瀰 量／009 を漸
 
え る．S どもが 7 ％ も P た。ノ」　1　le　th　es

ま‘レ、摂黼 量208 か らみ ると 、単均4盲で
’2Apx’XX

の腑 量が摂 ら眠 ，磯 も多ハ 5 と瀬 〜f−／778 （5裁児

）と9 借泊齢 ！瀦 を頂 っ　てL）るこど力隙わ 力
丶

フ ノこ。

　　表 2．お や つ ！ぐよ る飆 工ネル ギー量 i ” 糖 1量
　　 　　 　　 　 二〔メノレキ

’L （kcaa）　　　汐シ
尸
　糖 　　（9）

M ．　 S．D M ．　 S．D

3滋児『q49名）　423　　250
4粥〜｝E （t77る）　452　296
5易戦尼（2tte）　 434　 228

5i，3　30．f
54．5453
50．9　29．6

注 ）

暇麟級 1謬亮灘 磁

　母親m 意識調査結果で
・
な ．甘 nb の ぎ創堰 して与え

ぞ囗 る入 が 9訓 産占あ て 囗 る ！ζウ原の ら ず．こ 淑だ ’プ

零 くの 工7 ル ギー，耽）耀量が概 （亭 眉 Z 日 る事実ぱ ．

河 髫表の む 7 の る43 ・
あ ううか 。

　 の U“の 冫葛きをい や ずたあ ／く清痂飲料k やアイス クリ

ーム 宮摂 る
ノ 社交よ1の どの メ昌き匕係 の ワな くコ ーヒ

ー

や紅茶ノ認 囀 齢 れ ζ蠍艶 ，ケ ーキ や チ ョ コ レ ト．

アイズ ク 4 一
ム の 置 、渺 、昧 1こ懇 ぜ られ ぞ空万購 齢薦

た 批 は蘇 なく舌を満ffさゼ る肋 1ミ・食べ る等a 、

事情バ よ ワ、あ る，、ば喀好 ノこ♂ っ て、棚 鰺ぞ択 自坏吻

b つ エ ネル ギ
’
一量や 、また その ノズ婁盤！くフ 1）Z も 1afと

ん じ擁 才れな ↓ぱ 反κ 多 く4
一
量が摂あ〜され ln る t

す　tiてば、、｝れ隷 由マ 1き懸 子ある ．

　調査繍 が 翼季であ フ たたあ 、おヤ つ の 内り容1♂アd
X ク〃

一
ム とジ ュ

ー
ス が大窃吩 彦占あ 、騰 量な

ア4 ズ ク ／ノーム よ り乎均 ノ3．39 、 ジコ
ース類 よソ・尹均

／ag8 、ぐの 丙酋 蓼倉わぜるど孕嬾 罧量rの 62％ ／｛

相 当 する量 を6ので い る。

　 の b・切渇 ij
．
　／；faオ〈客与え b だd で

・
よ n 匕丿考え る。子

どb の 要訳κ ずぐ応 じら訳 るよう t 麦茶、番茶 、 ！驪

を／＼れなμ蘇 、レ モ ）オく、牛多（，黝 など琶繍
κ粥揃 ’ぞ誇ぐ 」 とも ノつ の方彦1であ る，沃 しマ甑 ジ

ュ ース ゴ本ご と与え意 n よう IJず多di飯λ θジ コ
ース

な1、β、尺 づ…とる と多く てう｛無瑠／濃 み ／ま L て 乙詮 い が

ちである．また 、2貍縮ジュ
ー

ス を与え る塒な、耀定の

1量よ θ5 ら1く薄く劾親 す耆 と♂の。アイス クリ
ー

ム は

乎作ク！；1 で石驪 を禰 ずるな ど、丿羶 ぐ の ちよ っ と

した函ご慮、コ：夫 E施 すc と〆；♂ フ て，おや つ ／；よ 弓砂

繖 量 客猫 の 半分 1ぐ淑うすぐど1“疹易／0礙 ξあ

ると考える。

　禰 緑1 ネル ギー量が高“）vaど
・、砂糟 の み 葱多く摂

るご と／ま栄養ヱ 曜 縮〃を招 含 、弟羨瀲 牲 邁否雇直擶

辮 唐の提愚／ぐ関孫 する 。また 、蘭 食！ま・飾 t 〜研

．di／C．3’　b’　b　4．4ilf育批薙や榊 獲渓／こ、合わせ で正 乙く与

える」 ヒボ肝 辱で
・
あ 〃、｝ じも の欲 するまま1；与えな

い よう、さ らκ な親 倉身もみ荼必 時閥！1甘11V 　diを・食
べ るご と奮控 え る后 診、鰭 〜会萸ず謡力 ♂夛 ） とが大

pa　（一あう と考える。

　　v ま　匕 め

　秋 田渠の 肋厘の おやフ ／こフ o て、中勲 丞 、溜 ｛兇

屡、辮 鍵 逐か ろ冶計640石 を対象 と し？、幼碍切 与

え ら嵐 ぞ囗 るあや フ の擡類 ．分長 、、砂纈 荻量な ど 1；

フ 117SUIj 　E行 ， た 。豬果／」次あ遍 〃であ る 。

　 f．お や つ 尺 よ｛うtaVX　I 》ル キ
’一

／ま、3煮 児1423
土250んαぜ，4煮 児452去2％ 女αぜ，5裁 廻434 ±

228 鰄 である 。 め000緬超癒 え 、 幼児の ユ：ネ ル ギ
ー

ノ哲蝿 ／こ2磁 ずる量 をおや フ 1ξ1ナζる撕 てし7L］る3 とこ

もκ フ い て〆d ．倹＄ へ 放 璋や肥 涛く糶 ほ 閥題が

丿（きv）。 腸食め鯑 を：考え るべ きξあ る．

　2 ．顳 顕甥響量ぱ、ε臓 ｝冒51．3主5018 ，4羨義
噛IAで・

545 よ 45．39 、 5裁 児50．9士2968 ぴ、あくノ，／009

嶽 える看が 7％ s いた。嬲 ／♂元釆妊 諸‘ μ 啄であ

るため、甘ρ妹の・食品1諮 易κ幼 1暫て，受けλ 砥乃れ 、

放廷 ［7 溶 く ヒ増力助
一逮 9た どうの Z“ ，！黼 予瀦

の六あ κ も潔演iでtfitノ｝、ミ｝1｝eeカ・ ら拶必まま人与え／di　O

ようしフ 1ナるこ どヵぐ！腰 ヒメ多える。

　 3、おやつ 9副隈 むζ与 之 Z　o　6xWfiが大
「

初 分きあ

る／：も係 らず、5 ビものanf7 ノレギー，碓籀量が考

い結果をみ た 〃 ♂、甘P 善　di と P うi認識ボケーキ，フ

ッ キー，チ ョ コ レー｝Are ／湧ミVJ　t ．涛涙鮹 永 や ア

4ス ク ／ノーム だ対 し ぞ／♂函磧 が薄 p πあ で／♂な，1だ う

うカ
、

。現 ／くアd ズ ク 〈！
一

ム ，ジ ュ
ー
ス顛 ／こよ 多禰 量

／0、繍 殀量 の62％煽 目当享る量 k な 7ZL ）る。翼委

べ ゐ げる瀦 遠 い ヤ すた あの麟 1こ？ ozfa 、極力砂

糖 を用 n な L］よ う べ画ψ超、コ「夫 ず汐O ど ／こよ っ 1 、そ

の掲殀量を享誠ぐせ る ≧ ど／よ容易t；可艇 〜歪ある。
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